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木質環境との関わり方 野村 l~ifi'J'. 






















あるベータ イ1~I ((3 ＝プラズマ圧）J／磁気圧力）が
平均で 2%，プラズマ中心で3.8%というヘリカ
ル系として故高の値を達成した。（iv）将米の燃料補
給に役立つ水素ぺレ ット （A<.素のJk!¥", 14 K）人
射実験装悶も日本で最初に開発した。この高温プ
ラス、マに人射された水素ペレ ット （長さ 1mm 
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~ ＜随想＞ 楽しげに話していた。 0 I …ーを立てー ；海外「研修」旅行 ドっきではないブルースタ一社のパスで旅行し
名誉教授服部正明 ているのはまだとりえがある。夕暮れにパンフ
の衡を歩いていると驚くほど多数の日本のツ ~ I .,_. h一一弘 一往左往ー…ちもし j
．族と共に住んでいるので，炎暑 ~い るが，若い者が多く，男女一組になっている ~ 
Eの京都をのがれて2週間彼地で a・長山手主智 i か，または女子のグループで，女子が圧倒的に ！ 
？慨したが，その聞にカナディ 週 三，，；） 多い。おそらくみな「大学生」なのだろう。土 ！
曹アン ロyキーをはじめて訪れ酒屋ヰ1 産物店はしでも日本語が通じ，日本円で買物 iI I t~ ： ャ iる機会をもった。中学生の孫2 ・＇%.- ができる。日本のテレビ ・タレントが経営して ~ 
b人を伴って， 4日の日程でパン 、~ いる土産物店は満員の繁昌ぶりである。これら ~ 
iフーレイク ・ルイーズージ、ヤスパーをパスでた のツアー客たちは，日本語ガイドつきの観光パ i
iどる観光旅行である。自然の景観を警とむ旅に スで大氷原まで行き，そして翌朝にはナイアガ i
iはほとんど出たことが無かったが，突冗たる岩 ラへ向けて発つのだろう。「大学」は現在では b
f山の聞に相次いで現れる氷河の壮観はさすがに 「学問の府」などではなく，高等普通教育機関 ~ 
f目を｜陸らせるものであった。巨大なスノー ・タ またはレジャーランドなのだから，そして日本 ljィーーコロムー明 ーでありまた高山会になって ；
入れ，ごつごつとした氷の層の上におり立って 老後が不安な親は息子や特に娘を大事にして経 i





。る。 あると思われた。自主的 ・能動的であれば，失 I
~ さて，パスの中に日本の女子学生が数人乗っ 敗や嵯鉄もあるだろうが，すべては貴重な経験 。
iていた。隣席の一人に観光目的で、日本から来た になる。見聞することがらも印象により深く刻 。
呈iのか北米に滞在しているのかを尋ねてみると， みこまれよう。 。
i「語学研修」のために 4週間をトロントのヨー しかし，こういう「研修」旅行者に接してみ j




iが参加したのは， 15人のクラス編成で，半数は 海外旅行案内書が幾つも出版されていて，見ど ！
？ 日本の学生だ、ったとのこと。4週間で，しかも ころも，交通手段も，ホテルやレス トランも， ~ 
1日本人同志が集っているので、は 語学研修の笑 ショッピングの案内も， 地図や写真入りで詳し ！
？ があがるとは思われないが，もともと「研修」 く記されているから，それを実地になぞるだけ l
jとは親を安心させるための名目にすぎず，「海 の旅行になっているようだ。モントリオールや l
b外旅行」が主目的であることは分りきってい ケベックを訪ね，フランス風の市街を歩き， ~ 
jる。トロントから近いナイアガラは言うまでも 人々がフランス語を話しているのを聞いても， 2 
！ なく，モントリオールやケベァクにも行ったと カナダにおけるフランス系カナダ人の位置や， ~ 
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